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令和４年度官民研究開発投資拡大プログラム（ＰＲＩＳＭ）の実施方針 

令和４年６月２３日 

ガバニングボード決定 

 「官民研究開発投資拡大プログラム運用指針」（最終改定：令和４年４月１４日 ガバニングボード決定）に基づき、令

和４年度のＰＲＩＳＭ対象施策、配分額、実施期間を次のとおり定める。 

また、年度途中に機動的に対応するべき事項が生じた場合等に対応するため、2,366 百万円留保する。 

研究開発型 配分額計： ８５１百万円 

ＡＩ技術領域 配分額： ４０７百万円 

対象施策 概要 府省庁名 
配分額 

（百万円） 
実施期間 

人工知能等を用いたサイバ

ー空間における違法・有害

情報の探索 ・分析技術の

実用化に向けた検討 

サイバー空間上の違法・有害情報の探索・分析に係

る手法について、民間企業で実施している AI を用い

た画像認識技術等既存技術の調査及び警察業務へ

の実装検討を行い、汎用的なサイバーパトロールシ

ステムの構築を加速する。

警察庁 ６０ 

AI 技術を活⽤した不正プロ

グラム解析⼿法の⾼度化

民間企業で研究開発・活用されている AI 技術を警察

業務に導入し、国を標的とするサイバー攻撃で利用さ

れる不正プログラムの分類や機能特定の自動化をは

じめとする各種不正プログラム検体の解明プロセスを

効率化・高度化するためのシステム開発を促進する。 

警察庁 ７４ 

アジア展開を可能とする高

度環境制御型施設園芸技

術の開発

アジア地域の施設園芸において、日本発の生産性の高

い環境制御技術をもとに、高温多湿条件等に対応した生

育モデルベース環境制御システムの開発をはじめ、施

設・制御・品種をパッケージとして地域標準化を図る。 

農林水産省 ２００ 

分散型水素エネルギーシス

テムの設計/制御 AI の構築

による社会実装加速

自然エネルギー発電電力を独立した安定電源として

使用するため、理研で独自開発した分散型水素エネ

ルギーシステムの社会実装に向けて、環境条件と設

置施設に対して最適化されたシステム設計/制御のた

めのデータ基盤・AI シミュレータを構築する。

文部科学省 ７３ 
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革新的建設・インフラ維持管理技術/革新的防災・減災技術領域 配分額： ２３０百万円 

対象施策 概要 府省庁名 
配分額 

（百万円） 
実施期間 

インフラ分野のサステナビリ

ティ向上 

インフラ分野におけるデジタル化および建設現場のカ

ーボンニュートラル化を目指すため、官民連携により

生産性の向上を図る技術の現場実証等を行い、社会

実装のための要領策定、各種基準改定を加速する。 

国土交通省 ２００  

防災上管理優先度の高い

路網判定技術の開発 

森林路網情報のデータベース構築手法を確立し、

様々な森林情報（傾斜・雨量・土質等）と GIS 上で統

合し、経済性と同時に防災上管理優先度の高い路網

を判定できる「森林路網評価システム」を開発する。 

農林水産省 ３０  

 
 

量子技術領域 配分額：２１４百万円 

対象施策 概要 府省庁名 
配分額 

（百万円） 
実施期間 

量子もつれ光を駆使した革

新的赤外吸収分光装置の

実現 

量子もつれ光を利用した量子センシング技術により、

赤外吸収分光装置の製品化に向けた小型化・安定化

及び高度化の技術開発に着手し社会実装を加速す

る。 

文部科学省 １２０  

量子技術を用いた生体高

分子構造情報取得に向け

た中性子回折装置の高度

化（量子生命科学研究拠点

の形成） 

量子技術イノベーション拠点（量子生命）として、これ

まで調べられていない大型分子の構造や機能を明ら

かにするため、中性子回折装置の高度化を実施する

と共に、新たな創薬標的タンパク質の結晶作製・構造

解析に関する研究開発を推進する。 

文部科学省 ９４  

 

（注 1）対象施策の配分額を百万円単位で表示するため小数点第 1 位を四捨五入しており、領域配分額と一致しない場合がある。 

 


